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IRTSは 1995年 3月に打ち上げられた軌道赤外線望遠鏡で、1か月にわたって全天の約 7%の領域をサーベイ観測した。
IRTSには 4つの観測装置が載っており、そのうちの NIRS(近赤外線分光器)は 1.4µmから 4.0µm、MIRS(中間赤外線分光
器)は 4.6µmから 11.7µmを観測する装置で、地上からでは観測できない波長域も含んでいる。NIRSは数万個、MIRSは
約千個の点源天体を観測した。多数の星について赤外線で連続的なスペクトルのデータ得られたことから、特に晩期型星の
性質を統計的に調べることができる。
本講演では、これらのデータのうち、M型星に注目して発表する。晩期M型星 (K.Noguchi et al. 1989, PASJ,41,779 に
よればM5よりも晩期の星) には 1.4, 1.9, 2.7, 6.3µmに H2Oの吸収がみられることは以前からわかっているが、これらの
波長帯は地球大気の水蒸気の吸収があるために、地上からの観測には困難が伴った。大気の影響がない IRTSのデータによ
ればそれよりも早期のM2-M3の星にもこれらの波長帯に吸収が見られた。そこで、4つのH2Oの吸収それぞれについて吸
収の深さを表す indexを定義し、4つの吸収 index間の相関、indexと colorとの関係を調べた。また、各々の星のスペク
トルタイプ、変光星タイプは可視光の波長域で決められているが、これらと IRTSの観測で得られた赤外域の吸収の index
との相関についても議論する。


